
②
国
で
は
実
態
の
全
国
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
ま
た
緊
急
援
護
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
都
で
は
緊
急
一

時
保
護
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
の
推
進

等
を
図
っ
て
い
る
。

③
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
の
国
や
都
の
動
向
に
留

意
し
な
が
ら
対
応
を
図
り
た
い
。

桜
田
　
誠
議
員
（
公
ク
）

①
骨
粗

し
ょ
う
症
の
予
防
の
た
め
骨
密
度
の

無
料
検
診
を
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
と
し
て
検

診
の
枠
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
人

間
ド
ッ
ク
利
用
に
対
し
、
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
内
容
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長

①
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
時
に
小
平
市
薬
剤
師
会
の
協
力
で

実
施
し
て
い
る
骨
密
度
測
定
は
、
希

望
者
が
多
く
、
市
民
の
関
心
が
高
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
運
動
の

必
要
性
等
の
啓
発
が
よ
り
重
要
と
考

え
て
お
り
、
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
。

②
平
成
１５
年
度
に
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
で
協
議
し
て
も
ら
い
、

実
施
内
容
を
含
め
て
意
見
を
得
て
、

で
き
る
だ
け
早
く
結
論
を
出
し
た
い
。

渡
辺
今
朝
夫
議
員
（
共
産
）

市
は

国
民
健
康
保
険
事
業
の
中
で
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
に
対
し
て
補
助
を
行

う
意
向
を
示
し
、
歓
迎
す
べ
き
も
の

と
受
け
と
め
て
い
る
。

①
新
規
事
業
と
し
て
年
度
当
初
か

ら
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
補
助
の
形
態
は
ど
の
よ
う
な

内
容
を
考
え
て
い
る
か
。

②
事
業
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

①
平
成
１５
年
度
に
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
で
協
議
し
て
も
ら

い
、
協
議
会
の
意
見
を
得
て
、
国
民

健
康
保
険
の
保
健
事
業
の
再
構
築
を

図
る
中
で
、
今
後
、
補
助
の
形
態
も

検
討
し
て
い
く
。

②
被
保
険
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
長
期

的
に
見
る
と
医
療
費
の
節
減
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
ク
）

女
性
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

女
性
の
健
康
維
持
・
増
進
の
体
制
整

備
の
必
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い

る
。
昭
和
病
院
に
も
女
性
専
用
外
来

や
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談
窓
口
を

開
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
昭
和
病

院
組
合
の
構
成
市
と
し
て
働
き
か
け

ら
れ
な
い
か
。

市
長

意
義
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
昭
和
病
院

で
は
施
設
が
狭
隘

き
ょ
う
あ
い
な
こ
と
も
あ
り
、

現
状
で
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

病
院
の
改
築
に
絡
め
て
検
討
す
る
よ

う
伝
え
て
い
き
た
い
。

小
川
東
小
施
設
に
開
設
さ
れ
る
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
内
容
と

対
策
は
。

②
国
が
国
会
に
提
出
を
予
定
し
て

い
る
（
仮
称
）
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援

策
な
ど
を
市
町
村
に
義
務
づ
け
、
行

動
計
画
づ
く
り
に
着
手
す
る
等
と
あ

る
が
、
問
題
点
と
今
後
の
課
題
は
。

市
長

①
都
の
補
助
事
業
で
あ
る
の

で
、
都
の
要
綱
に
基
づ
い
て
、
子
ど

も
と
家
庭
に
関
す
る
相
談
等
を
行
う
。

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
の
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
報
道
の
範
囲
で
承
知
し
て
い
る

が
、
詳
細
に
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、

内
容
を
確
認
し
て
対
応
に
努
め
た
い
。

島
村
速
雄
議
員
（
政
和
）

ホ
ー
ム

レ
ス
が
関
係
し
た
事
件
が
報
道
さ
れ

る
中
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
策

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
市
内
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
数
な

ど
実
態
は
。
他
市
で
は
ど
う
か
。

②
国
・
都
の
対
策
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

③
市
の
現
在
の
対
策
は
。
今
後
の

方
向
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

①
視
覚
的
確
認
に
よ
る
調
査

で
は
市
内
に
８
名
い
る
。
多
摩
２６
市

で
は
約
２００
名
で
あ
る
。

②
利
用
者
負
担
の
軽
減
は
国
・
都

の
制
度
に
沿
っ
た
形
で
実
施
し
、
保

険
料
は
新
た
に
一
定
の
基
準
に
よ
り

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

③
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
高
齢
者

分
野
の
重
点
施
策
と
し
て
、
各
種
の

施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
ク
）

介
護
施

設
は
ど
こ
も
い
っ
ぱ
い
で
、
入
所
で

き
な
い
と
い
う
相
談
を
よ
く
受
け
る
。

①
介
護
施
設
と
の
連
携
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

②
市
の
窓
口
で
待
機
状
況
等
の
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
は
、
連
携
を
行

う
中
で
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
他
市
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

①
必
要
度
の
高
い
人
が
早
期

に
、
ま
た
公
正
・
公
平
に
入
所
が
で

き
る
よ
う
連
携
し
て
い
き
た
い
。

②
個
人
情
報
の
保
護
と
の
関
係
か

ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
一
部
で
は
措
置
時
代
同
様
に
一

元
的
管
理
を
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

多
く
の
自
治
体
は
介
護
保
険
制
度
の

原
則
に
従
っ
た
扱
い
を
し
て
い
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
現
役

を
退
い
た
人
の
居
場
所
に
つ
い
て
、

そ
の
解
決
策
が
見
え
な
い
が
、
は
つ

ら
つ
高
齢
者
就
業
機
会
創
出
支
援
事

業
な
ど
、
事
業
は
何
か
考
え
た
か
。

②
毎
年
、
定
年
退
職
者
は
何
人
ぐ

ら
い
い
る
の
か
。

③
引
き
こ
も
り
の
高
齢
者
が
、
ど

の
く
ら
い
い
る
と
推
測
さ
れ
る
か
。

④
高
齢
者
に
参
加
活
動
し
て
も
ら

う
事
業
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

①
現
時
点
で
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
、
必
要
性
を
勘

案
し
つ
つ
判
断
し
て
い
く
。

②
把
握
で
き
て
い
な
い
。

③
引
き
こ
も
り
の
定
義
も
含
め
、

数
値
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

④
今
の
施
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手
と

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
市
内

で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
お
年

寄
り
は
、
ど
の
く
ら
い
と
推
計
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に

推
移
す
る
と
予
測
し
て
い
る
か
。

②
ガ
ス
の
使
用
量
を
検
知
し
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
毎
朝
通

知
が
行
く
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
お
年
寄

り
が
何
事
も
な
く
生
活
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
守
る
通
信
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
な
い
か
。

市
長

①
平
成
１５
年
２
月
１
日
現
在
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は
千
６

百
６６
人
で
あ
る
。
小
平
市
の
高
齢
化

率
は
毎
年
１
％
程
度
の
伸
び
率
を
示

し
て
お
り
、
１
年
後
は
千
６
百
８０
人

ほ
ど
と
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る

高
齢
者
の
支
援
、
ま
た
、
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
よ
り
高
齢
者
の

不
安
解
消
に
努
め
て
い
く
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
こ
の

４
年
間
の
、
都
の
福
祉
施
策
の
カ
ッ

ト
が
市
民
に
与
え
た
影
響
は
。
ま
た

都
の
補
助
金
カ
ッ
ト
の
影
響
額
は
、

平
成
１５
年
度
当
初
予
算
の
推
計
で
平

成
１１
年
度
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

②
老
人
福
祉
手
当
は
平
成
１５
年
度

か
ら
な
く
な
る
が
、
何
ら
か
の
形
で

残
す
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。
現
行

を
市
が
引
き
受
け
る
と
す
る
と
、
人

数
・
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
。

市
長

①
内
容
変
更
等
も
あ
る
た
め

正
確
な
影
響
額
は
出
な
い
が
、
単
純

比
較
で
約
１
億
２
千
万
円
減
で
あ
る
。

②
仮
に
市
の
単
独
事
業
で
実
施
し

た
場
合
、
対
象
人
数
は
２７９
人
、
手
当

額
は
約
４
千
５
百
万
円
だ
が
、
介
護

保
険
制
度
と
目
的
が
重
複
す
る
た
め
、

市
独
自
で
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
選
挙

管
理
委
員
会
を
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
し
た
理
由
は
。

②
旧
小
川
東
小
施
設
内
に
設
置
予

定
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

入
れ
た
方
が
、
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機

能
が
高
ま
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
選
挙
管
理
委
員
会
を
他
へ
移
動

さ
せ
、
そ
の
あ
と
に
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長

①
選
挙
時
に
複
数
の
会
議
室

が
必
要
な
た
め
他
の
部
署
に
影
響
を

来
し
て
い
た
こ
と
等
、
総
合
的
に
判

断
を
し
た
結
果
決
定
し
た
。

②
機
能
が
違
う
こ
と
か
ら
、
併
設

す
る
こ
と
で
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能

が
高
ま
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

③
不
在
者
投
票
所
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
選
挙
管
理
委

員
会
は
現
在
の
位
置
が
適
当
と
認
識

し
て
お
り
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
考
え
は
な
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
旧

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
申

請
受
け
付
け
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。

③
小
平
市
へ
の
影
響
は
特
に
な
い
。

④
必
要
に
応
じ
て
事
業
者
へ
の
働

き
か
け
等
を
し
て
い
く
。
審
査
会
の

設
置
は
計
画
し
て
い
な
い
。

⑤
事
業
者
の
質
の
向
上
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
考
え
て
い
な
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
利
用
率
は
。
余

ら
せ
て
し
ま
う
原
因
は
何
か
。
実
態

調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

②
利
用
割
合
を
高
め
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
改
善
を
行
っ
た
の
か
。

③
基
本
料
金
部
分
の
み
適
用
と
い

う
条
件
を
撤
廃
で
き
な
い
か
。

市
長

①
平
成
１３
年
度
で
６１
・
５
％

で
、
他
の
事
業
の
利
用
者
が
比
較
的

多
い
こ
と
等
が
余
る
要
因
と
考
え
て

い
る
。
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

②
協
定
タ
ク
シ
ー
会
社
を
ふ
や
す

な
ど
改
善
を
し
て
い
る
。

③
障
害
者
へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
各
種
あ
り
、
障
害
者
が
個
々
に

合
っ
た
事
業
を
選
択
す
る
こ
と
で
社

会
参
加
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
現
行
の
方
法

で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

渡
辺
今
朝
夫
議
員
（
共
産
）

①
市

は
、
平
成
１５
年
度
か
ら
介
護
保
険
料

を
値
上
げ
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

今
日
の
経
済
事
情
は
、
高
齢
者
の
生

活
を
一
層
厳
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
値
上
げ
を
避

け
る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

②
現
在
の
減
免
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
ど
う
か
。

市
長

①
高
齢
者
人
口
は
増
加
傾
向

で
費
用
の
上
昇
は
避
け
て
通
れ
な
い

が
、
改
定
幅
は
最
小
限
に
抑
え
た
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
現

行
ど
お
り
、
上
限
を
設
け
ず
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
か
。

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
費
用
負
担
を
増

額
さ
せ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
考
え
は
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
足
の

不
自
由
な
人
に
は
玄
関
回
り
が
使
い

に
く
い
が
、
ど
う
改
善
す
る
か
。

②
意
見
箱
に
は
ど
の
よ
う
な
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

③
新
体
操
の
部
屋
の
使
用
に
つ
い

て
、
改
善
の
予
定
は
あ
る
か
。

④
部
屋
を
会
議
に
使
う
と
き
の
使

用
料
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

①
介
助
の
必
要
な
人
は
職

員
に
申
し
出
る
よ
う
案
内
表
示
す
る
。

②
館
内
の
喫
煙
や
プ
ー
ル
の
利
用

方
法
等
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

③
練
習
時
に
も
大
会
・
発
表
会
時

と
同
じ
部
屋
を
利
用
で
き
な
い
か
と

い
う
一
般
質
問
が
以
前
も
出
さ
れ
た

が
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

④
現
在
考
え
て
い
な
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

地
域
セ

ン
タ
ー
２０
館
及
び
公
民
館
１１
館
が
必

要
か
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
に

比
べ
児
童
館
は
現
在
１
館
し
か
な
く
、

中
・
高
生
が
集
え
る
場
所
は
な
い
。

①
花
小
金
井
南
地
域
セ
ン
タ
ー
の

次
の
地
域
セ
ン
タ
ー
は
児
童
館
や

中
・
高
生
が
集
え
る
施
設
に

市
民
総
合
体
育
館
は

使

い

に

く

い
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一般質問

児
童
館
部
分
と
地
域
セ
ン
タ
ー
部
分

の
来
館
者
の
月
平
均
人
数
は
。

②
十
五
小
北
側
の
用
地
に
は
、
地

域
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く
、
児
童
館
や

中
・
高
生
が
集
え
る
施
設
に
、
計
画

を
変
更
で
き
な
い
か
。

③
そ
の
場
合
、
補
助
金
な
ど
に
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
か
。

市
長

①
児
童
館
部
分
は
２
千
３
百

１１
人
、
地
域
セ
ン
タ
ー
部
分
は
２
千

百
９６
人
で
あ
る
。

②
児
童
館
併
設
の
地
域
セ
ン
タ
ー

を
想
定
し
て
お
り
、
中
・
高
生
が
集

え
る
施
設
に
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

③
児
童
館
の
補
助
金
と
し
て
は
、

２
千
４
百
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
の
現
状

は
。
事
務
手
続
の
進
行
状
況
等
は
。

③
一
般
財
源
化
の
動
き
の
あ
る
事

業
の
、
市
へ
の
影
響
は
。

④
障
害
者
の
権
利
擁
護
は
。
ま
た
、

支
援
費
決
定
に
当
た
っ
て
は
審
査
会

を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
計
画
は
。

⑤
市
も
直
営
の
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を

配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
基
本
的
に
は
現
行
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
方
針
で
、
負

担
額
は
国
基
準
を
原
則
に
考
え
る
。

②
必
要
な
指
定
事
業
者
数
を
確
保

支
援
費
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い

市
は
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
せ

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
や
め

施

策

の

充

実

を

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

使
用
制
限
の
撤
廃
を

高

齢

者

政

策

ホ
ー
ム
レ
ス
対
策

老
人
介
護
の
施
設
入
所
へ
の

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

都
の
老
人
福
祉
手
当
の

廃
止
等
へ
の
対
応
を

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

行
政
が
見
守
れ
る
よ
う
に

健

康

セ

ン

タ

ー

内

に

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
と
行
動
計
画
策
定

福

祉

福

祉

 

福

祉

 

公

共

施

設

公

共

施

設

 
公

共

施

設

 

人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

健
康
へ
の
予
防
対
策
拡
充

公
立
昭
和
病
院
に
女
性
専
用

外
来
等
の
設
置
の
働
き
か
け
を

医 療  
健 康  
医 療  
健 康  

子ども家庭支援センターが設置される
旧小川東小学校施設

児
童
館
併
設
地
域
セ
ン
タ
ー
の

建
設
予
定
地（
十
五
小
北
側
）

▲

公
立
昭
和
病
院

▲


